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第１学年２組 数学科学習指導案
学校名 安来市立第三中学校

指導者 原 浩(T1)
指導者 日原大輔(T2)

１ 日時 平成21年10月13日（火）

２ 対象学年 第１学年

３ 科目及び教科書 数学科 啓林館

４ 単 元 「文字の式」

５ 学習の基盤（生徒観は省略）
(1) 教材観

本単元は，数量やその関係・法則を，文字を用いた式で表現したり，計算したり，文字を用いた
式の意味を読み取ったりして，文字を用いることのよさを学習することをねらいとしている。事象
を文字を用いて一般化することは，数学的な見方や考え方の大切な一つであり，中学校で将来学習
する方程式,関数,図形など様々な分野で幅広く活用されている。それゆえ文字式を積極的に活用す
る態度を養うことはきわめて重要である。また，問題解決のプロセスにおいて，生徒相互の考えを
出し合い共有したり練り合うことによって，簡潔にそして的確に表現するといった数学のよさを感
じさせることに力点におきながら，数学的な見方や考え方を広げることのできる単元でもある。

本時では，碁石を規則的に並べていく問題を取り扱う。この題材からは，多様な観点から問題解
決を図り，それぞれの観点から立式することを通して一般化することのよさを感じ，数学的な考え
方への意識を持つことができる題材であると考える。

(2) 指導観
今回の授業は「考える力を伸ばす授業」というテーマで取り組んでいく。そのテーマに迫るため

に本時は碁石を正方形に並べていき,必要な個数をいろいろな方法で求めていく。そのことによって
数学的な考え方を深めていく指導を行いたい。ここでいう数学的な考え方は２つある。まず１つは
自分のアイデアを持ち,多様な発想で課題を解決することであり,２つめは式の一般化である。

一般化とは,違ったように見える式も,変形を進めていき簡潔な式で表すと同じ式で表される。こ
のように,ある対象の考察から,それらを含む,より大きな対象に考察を移すことを一般化という。

そのためにまず第１時では，教師が提示した課題に対して多様な発想をさせ，まず個々での問題
解決行う。そこでは，まず生徒が具体的な課題を通して自分の考えを持ち,さらに他の考え方はない
かと考えて発想を広げていく活動を行う。第２時では辺の個数をｎ個にした場合の式を立式させて
いく。そのために,碁石の個数を変化させていくときに,それにともなって変化する数と変化しない
数に着目させ,日本語を使った式をつくる。そして変化する部分をｎで表して式を完成していく。ま
た,いろいろな考え方を表した式も最終的にはすべて4ｎ－4で表せることを示し,その簡潔性や代入
計算が容易であることの優位性に気付かせていきたいと考える。

６ 単元目標
文字を使って,数量や数量の間の関係を一般的に表したり,計算法則を簡潔に表したりすることを

通して,文字を用いることの意義や必要性に気づく。
表された式を読んだり,式を計算することを通して,文字の式を利用するための基礎的な処理の方

法を身につける。
そのために
ア 文字を使って,数量や計算法則を式に表したり,表された式の意味を読み取ったりして,文字の

式の意義について理解する。
イ 文字の式を書くときの約束を理解し,約束によって式をつくったり,文字に値を代入して式の値

を求めたりして,文字の式の理解を深める。
ウ 簡単な式の加減の計算ができるようにし,式に数をかけることや式を数でわることができるよ

うにする。
エ 数量の間の関係を等式に表すことができるようにする。
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７ 観点別の評価規準

観 点 観 点 別 評 価 の 規 準
文字を用いて考えることのよさや必要性に気づき，いろいろな数量を文Ⅰ 数学への関心・意欲 ①
字を用いて表している。・態度

② １次式を計算して，式を簡単に表している。
数量を文字を用いて一般的にかつ簡潔に表現したり，文字式の意味を読Ⅱ 数学的な見方や考え ①
みとったりすることなどを通して，事象を数理的に考察することができ方
る。
文字式を，操作と操作の結果の両方を表しているという見方で見ること②
ができる。
1次式の加減の計算方法を，項の係数に着目して考えることができる。③
文字使用のきまりにしたがって具体的数量を文字式で表すことができⅢ 数学的な表現・処理 ①
る。

② 文字式から，それが表している具体的場面を読みとることができる。
③ 文字式に数を代入して式の値を求めたり，いろいろな公式を文字を用い

て表すことができる。
文字を使った式の積や商の表し方のきまりや，代入の意味を理解していⅣ 数量，図形などにつ ①
る。いての知識・理解
1次式の計算方法や，公式を文字を用いて表現する方法を理解すしてい②
る。

８ 単元計画と評価計画（１７時間）

内 容 時 間 評 価 評 価 方 法
(1)数量を文字で表すこと ３時間 Ⅰ① Ⅱ② Ⅲ② 活動の様子の観察

発言の聴取
(2)文字の式を書くときの約束 ３時間 Ⅳ① Ⅲ① 活動の様子の観察

ペーパーテスト
(3)式の値 ２時間 Ⅲ③ Ⅳ① 活動の様子の観察
(4)式の計算 ４時間 Ⅳ② Ⅰ② Ⅱ③ 活動の様子の観察

ペーパーテスト
(5)関係を表す式 ２時間 Ⅱ① 活動の様子の観察

発言の聴取
(6)式の計算の利用 ２時間（本時１／２） Ⅱ① 活動の様子の観察

発言の聴取
ワークシート
ノート

(7)《総括的評価》 １時間 Ⅱ～Ⅳ ペーパーテスト
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９ 本時の学習
(1) 主題 碁石の個数を式で表し，さらに追究しよう！
(2) 目標

① 碁石の個数の工夫した数え方で,自分のアイデアを持つことができる。
② 文字式の持つ一般化のよさを確認する。

(3) 展開
第１時

教師の支援（○）学習のねらいと発問 予想される生徒の反応
【課題１】
１辺に同じ個数の石を並べて,図 ・１個,４個,８個,１２個 ・マグネットを黒板に貼りな
のような正方形の形をつくります （碁石を１つひとつ数える） がら,生徒とのやりとりを
全部で石は何個必要ですか しながら進める。

・指名して生徒に発表させ
る。

１ ２ ３ ４ ５

１辺が10個では何個必要ですか ・すぐには解答が出てこない。「 」

（ア）
8×4＋4=36

10

（イ）
【発問１】 10×2＋8×2=36 ・生徒の活動を円滑に進める
・数え方を工夫してみましょう。 ために,図のかいてあるワ
・どのように考えたのか,考え方の ークシートを用意し,生徒

図と式と説明をワークシートに （ウ） は自分のアイデアを残して
書きましょう。 10×4－4=36 いく。

【発問２】 （エ） ○アイデアが浮かばない生徒
Nさんは,下の図のように考え 9×4=36 には,教師がワークシート
て,全部の石の個数を式に表しま に図を書き込んでヒントを
した。 与える。
(1)どんな式になったでしょう （オ）

か。 10×10－8×8=36

(1)①8×4＋4=36 ・発問２(1)については,でき
るだけ生徒の解答の中から
取り上げて発問をつくって

(2)式を日本語で表しましょう。 (2)角の４個の石を除いて１辺に いく。
８個石があるので32個 角の,

４個をあわせて36個。

【発問３】
Nさん,Yさんの考えのほかに, ・ ア）～（オ）の考え方を見つけ（
どんな考え方があるだろうか。 ていく。
なるべく多くの数え方を見つ
けよう （多様な考え方）。

・いろいろな考え方を鑑賞しよう ・ ア）～（オ）の考え方を発表す ・必要に応じて 補足説明を。 （ ,

る （図 式 言葉で説明する） する。。 , ,

・自分が一番良いと思う考え方を
選び 理由を書く。,

・授業の振り返りをする。

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・
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第２時
教師の支援（○）学習のねらいと発問 予想される生徒の反応

《前時の活動の振り返り》 ○生徒から出された方法を分
・生徒から出された解法を表すサ 類し,掲示する。

ンプルを掲示する。

・前時に出された，いろいろな解 「この方法がわかりやすい」 ・生徒が①～⑤の考え方を発
法や感想を紹介しあい，自分の 「この方法は面白い」 表する。
考えを振り返る。(指名)

4×(１辺の個数－2)+４=4(１辺の個数－2)+４【課題１】 ①
黒板に掲示されている方法を日本 ② ・サンプルを使って,課題の１辺の個数×2+(１辺の個数-2)×2

語を使った式になおしましょう。 意味ややり方を示してい=2（１辺の個数）+2(１辺の個数-2)

③ く。１辺の個数×4－４=4（１辺の個数）－4

④ （例）(１辺の個数－1)×4=4(１辺の個数－1)

⑤ ①を使って,１辺の個数を変（１辺の個数）×（１辺の個数）－(１辺の個数－2)×(１辺の個数

化させ,式の中で変化する部－２)

分と,変化しない部分に着目
させながら左の式を作ってい
く。

【課題２】 ①4×(n－2)+4=4(n－2)+4
１辺の個数をｎとして式を表しま ②n×2+(n-2)×2=2n+2(n-2) ○①～⑤の図を掲示する。
しょう。 ③n×4－4=4n－4
（①～⑤についてｎを用いた式を ④(n－1)×4=4(n－1) ・⑤の式変形は３年生で学習
作る） ⑤n×n－(n－2)×(n－2) する内容であることをおさ

えながら変形をする。

【発問１】 数人の生徒に発表させる
①～⑤の式から,自分が一番よいと ③「一番簡単そうだから」
思う式を選び,その理由も書きまし 「代入が楽そうだから」
ょう。

・①～⑤の式を式変形をするとす
べてが,4ｎ－４という式になる
ことを示す。

( ) 本時の具体的な評価4

Ⅱ①（数学的な見方や考え方）
碁石の個数の工夫した数え方で,自分のアイデアを持っている。

十分満足できると判断され ・自分の考え方を図 式 言葉で表現している。, ,

る生徒の具体例 ・一つの考え方にとどまらず 工夫した考え方を複数考えている。,

おおむね満足できると判断 ・ワークシートの図に書き込みをしながら 自分の考え方を式で表して,

される生徒の具体例 いる。
努力を要すると判断される ・自分のアイデアが持てずに 作業に参加できない。,

生徒の具体例 →ワークシートを使い 考え方のポイントを助言する。,

１０ 本時の具体的な評価
① 自分のアイデアを持つために,碁石の問題は適当であったか。
② 文字式の持つ一般化のよさを知るために,本時の展開は適当であったか。

n個

・・・・・

n個

・・・・・


